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平成23年３月期 連結業績予想の修正と平成23年３月期第２四半期投資有価証券評価損の発生に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、 平成22年５月11日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたの 

でお知らせいたします。 

記 

連結業績予想数値の修正 

平成23年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

（金額の単位：百万円） 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表時予想（A） 18,000 100 900 700 21円 45銭 

今回発表予想（B） 17,900 30 800 450 13円79銭 

増減額（B－A） △100 △70 △100 △250 － 

増減率 △0.6 % △70.0 % △11.1 % △35.7 % － 

(ご参考)前期実績 

(平成22年3月期第2四半期) 
19,058 △950 △319 △838 △25円71銭 

平成23年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表時予想（A） 42,000 1,500 3,000 2,500 76円 61銭 

今回発表予想（B） 40,000 500 2,000 1,500 45円97銭 

増減額（B－A） △2,000 △1,000 △1,000 △1,000 － 

増減率 △4.8 % △66.7 % △33.3 % △40.0 % － 

(ご参考)前期実績 

(平成22年3月期) 
40,532 △1,127 196 △1,988 △60円93銭 

修正理由 

平成23年３月期第２四半期累計期間においては、 第２次中期経営計画の施策に基づいた当社独自のビジネス 

モデルとして経営改革を支援するビジネス・イノベーション・サービス（ＢＩＳ）をお客様へ提案し営業を展 

開するとともに、固定費のさらなる圧縮等の経営の効率化に努めましたが、ＩＴ投資意欲の回復の遅れ等によ 

る影響を受け、売上高、営業利益、経常利益が当初予想を僅かながら下回るほか、四半期純利益は投資有価証 

券評価損（148百万円）もあって、上記のとおり修正させていただきます。 

また、平成23年３月期通期につきましても、景気の不透明感が強まる中、ＩＴ投資の本格的な回復の遅れ、 

証券業界の厳しい経営状況の継続等の状況を織込んだ結果、売上高及び利益が当初予想を下回る見通しとなり 

ました。 

なお、中間配当につきましては従来通り１株７円を実施する予定であります。
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（参考）個別業績予想数値の修正 

平成23年３月期第２四半期（累計）業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

（金額の単位：百万円） 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表時予想（A） 600 240 240 240 7円 32銭 

今回発表予想（B） 600 300 300 △1,150 △35円19銭 

増減額（B－A） 0 60 60 △1,390 － 

増減率 0.0 % 25.0 % 25.0 % － － 

(ご参考)前期実績 

(平成22年3月期第2四半期) 
528 358 311 313 9円60銭 

個別業績予想の平成23年３月期第２四半期累計期間については、 投資有価証券評価損の計上、 経費の減少等 

から業績予想の修正を行います。なお投資有価証券評価損は個別で1,479百万円です。ただし、取得簿価の 

違いにより、連結では投資有価証券評価損は前出の 148 百万円となっております。個別業績予想の平成 23 

年３月期通期に関しては、現在精査中であり、業績予想の修正を行う必要が生じた場合には速やかに公表い 

たします。 

※ 四半期における有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。 

※ 本資料に記載している業績予想は、現時点で得られた情報に基づき算定しており、リスクや不確定要素 

を含んでいるため、実際の業績と異なる可能性があります。 

以 上


